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   小曽根・星野 

今年度のレクリエーション大会は、前日の悪天候によるグランドコンディションの影響から、

多目的ホールでの開催となりました。狭い室内でどこまでできるかが心配されましたが、実際

行ってみるとスペースの問題はなく、みんな落ち着いて競技を楽しむ様子がみられました。開放

的な園庭での競技も魅力的ですが、利用者さんと職員の距離が近く、アットホームな雰囲気で行

える室内も良いなと感じました。この時期、熱中症や日焼けと戦う野外に比べ、エアコンの効い

た室内で行なう様子をみると、これぞ「レクリエーション」だと感じました。 

競技内容は、お約束のパン食い競走やニュースタイルの玉入れ、恒例となりつつある◯❌ゲー

ムを行い盛り上がりました。その楽しそうな様子は写真にて！！ 

                              レク大会担当  平野 純 
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編集後記 

❤❤今後の予定❤❤ 

 今年度のレク大会は前日の雨の影響で室

内開催にとなりましたが、皆さん楽しめた

様です！ 

 梅雨の時期を迎え憂鬱ですが、私も入職

して1年になります。まだまだ至らない点

も多いですが梅雨に負けない爽やかな気持

ちで毎日楽しく過ごしたいと思います。                         

               ＜星野＞ 

６月１４日 クラブ活動 

  ２０日 夜間防災訓練 

  ２１日 農耕班慰労会 

  ２４日 家族交流会 

  ２６日 美容ボラ 

１９日 つくし小舎外出 

２６日 クラブ活動 

２９日 家族交流会 

３０日 ウォーターフェスタ 

 5月は、各ハウスで防災訓練を行いました。第一発見者より火災の発見、それぞれが大きい声で

しっかりと火事を知らせることができました。ハウスの利用者が全員で協力して、迅速かつ安全な避

難が出来ました。また、訓練の後には水消火器を使い、消火器の使用方法を学びました。今後も本当

の火災に備え、防災訓練を行っていきたいと思います。協力していただきました皆様、ありがとうご

ざいまた。 

高安 弘美               

６月２８日 クラブ活動 

７月 ５日 手工芸班慰労会 

      自治会 

  １２日 クラブ活動 

  １７日 海の日 



佐原聖家族園の職員が思いのままに語る職員リレートーク。 

今月は、「ナザレの家かとり」サービス管理責任者・伊藤文洋主任です。 

 故郷を出て22年。もう実家で暮らした年月より実家を離れて暮らした年月の方が多くなってし

まいました。お国訛りも殆どありません（自称）。将棋の駒で有名な所で育ちましたが、将棋は

駒を進めるのに少し毛が生えた程度しか打てません。真剣にやっていれば今頃、羽生先生に挑戦

していたでしょうか。 

 『社会福祉法人 ロザリオの聖母会』にお世話になったのは、先に入職していた学生時代の友

人からの誘いがきっかけでした。心優しい先輩職員と自然豊かでどことなく私の

田舎に雰囲気の似ている香取市での仕事・暮らしに慣れるまでそう時間はかかり

ませんでした。辛いこともたくさんありましたが、利用者さんの笑顔に助けられ

癒され続けた13年。昨年からグループホームの業務につきあっという間に一年が

過ぎてしまいました。これからも利用者さん・ご家族・職員みなさんに力を貰い

ながら、将棋の歩のように一歩ずつ着実に進み、利用者さんにとって心地よい伴

走者を目指します。これからも宜しくお願いいたします。 

今回はレク大会の、オマケ写真です。 

５月１７日(水)、りんご小舎では、今年度最初の小舎外出に行ってまいりました。かすみがうら市

水族館では霞ヶ浦に生息する淡水魚をはじめ、白蛇、タランチュラ、外国に生息するカブトムシやク

ワガタ、1メートルを越そうかという大きさのカメ、カメレオン、タツノオトシゴ、ダイオウグソク

ムシなど、普段見ることの出来ない魚や動物を見て大興奮。 

かすみキッチンでは、目の前に霞ヶ浦を見ながらの贅沢なレイクビューランチ。材料の豚、牛、鳥

や野菜など、地の物にこだわっている材料で作られていて、食後に追加で注文したデザートも含め

て、皆さんとても美味しく召し上がっていました。 

最後に立ち寄った茨城空港では、あいにくの雨になってしまいましたが、百里基地の戦闘機の爆音

と、離着陸する様子に見入ってしまいました。 

                               りんごの家担当  佐藤 陽 

 気温も暖かく、チョコも室温で溶けてしまいそうな天気の良い日に、一口チョコバナナを作りまし

た！ 

バナナを剥くところから始まり、バナナを一口サイズに切る、チョコを湯煎にかける、チョコソー

スをバナナにかける、トッピングをする等の工程を、みんなで行いました。そして最後は皆でチョコ

バナナをいただきました。「たのしかった」との声もあり、楽しいクラブ活動となりました。                           

                                        谷口 好美 

 


